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           ともにのびよう 
              令和５年５月 30日                ３号     

右利き、左利き 
                              

校長  濱田 浩昭  

 

 

５月１日の全校集会で、子どもたちに以下の内容の話をしました。その概要です。 

 

人には「右利き」「左利き」があって、右利きの人が圧倒的に多くいます。世界を見

ると左利きの人の割合は、オランダでは 13.2％、メキシコでは 2.5％だそうです。日本で

は約 4.7％の人が左利きで、100人いれば約５人が左利きということになります。 

そのため、道具も右利きの人が使うことを考えて作られたものが多くあります。腕時

計・定規・カメラ・はさみ…。お茶をいれる急須や手回しの鉛筆削りなどもそうです。

これらは右利きの人が普段何気なく使っていますが、左利きの人にとっては使いづらい

と感じるものがあります。 

道具ばかりではありません。野球では左投げの人にとって難しいポジションがありま

すし、習字やトランプをするときなども左利きの人には難しい場面があります。しかし、

中には高校野球で左投げのキャッチャーが活躍したり、習字でも左手で上手に書いたり

する人もいます。たくさん練習したのでしょうね。また、道具でも最近は、はさみや定

規など、左利き用のものがお店でも売られるようになりました。 

今日、このお話を聞いて、左利きの人にとって使いづらい道具があったり、やりにくい

作業があったりすることが分かったと思います。右利き、左利きばかりではなく、人は

それぞれ違っています。「自分とは違う誰かのことを考えてみる」ことは、いろいろな

人のことを分かるためにとても大切なことです。日々の生活の中で、自分とは違う誰か

のことを考えてみてください。 

 

その後、２年生の書写の授業（硬筆）で、次のことをし

てみました。書写のワークシートには右利き用と左利き用

があります。教室には左利きの子もいます。以前、全員に

右利き用のワークシートを渡してしまったことがありまし

た。今回は全員に左利き用をさせてみました。右利きの子

は「手に隠れてお手本の字が見えない」「なんか変な感じ」

「いちいち手を離して見てから書くので大変」という反応。

自分と違う誰かの気持ちを感じることができたでしょうか。 

左利き用の書写ワークシート→ 
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令和５年５月 20日（土） 

  〈スローガン〉つらいときはみんなで応援 ピンチをのりこえ優勝だ！ 
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 前日の雨でグラウンドの状態が心配されましたが、適度な湿り気で、ぬかるみや
砂埃もなく、最高のコンディションの中、令和５年度の運動会を開催することがで
きました。今年のスローガンは、４年生の考えた「つらいときはみんなで応援 ピ
ンチをのりこえ優勝だ！」でした。声出し制限やマスク着用が緩和された中でした
が、初めの頃の応援や競技の練習では、何となく「ぎこちなさ」が感じられました。
しかし、そこは紫小の子どもたち。このスローガンの通り、みんなで声を掛け合っ
て練習し、本番では一人一人が持てる力を最高に発揮できました。 
 結果は、競技の部・赤組、応援の部・白組の勝利でした。互いの健闘、そして１
～５年生から６年生への感謝とがんばりをたたえるエールが送られて、グラウンド
全体が温かい雰囲気に包まれた今年の運動会でした。 

 開会式の選手宣
誓は応援団長が、
スローガン唱和は
副団長が行いまし
た。共に青空に響
き渡るすばらしい
声で、その後の応
援合戦に勢いが加
わりました。 
  
  

 ４～６年生は、記
録・得点・放送・用
具・決勝審判の仕事
を自分たちの競技の
合間に行い、大忙し
でした。特に初めて
係の仕事をする４年
生は、５，６年生の
競技中に仕事を任さ
れます。責任重大で
したが、しっかり役
目を果たしました。  
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 低学年「玉入れ」は、赤が大差をつけ
て勝利。写真には赤玉を両手に４つ握る
男子の姿が…。（上）中学年「台風の目」
は、棒において行かれないように必死で
走りました。（右上）高学年「走って！
引いて！また走れ！」のテープが、今年
は色鮮やかにリニューアルされました。
（箱からなかなか抜けないテープもあり
ましたが…）（右） 
 

ちょっといい話 
 
 今年も、PTA 役員・保体部員はじめ、多くの保護者
の皆様から、後片付けのお手伝いをしていただきまし
た。教職員の指示でテントや長机・パイプ椅子が次々に
片付いていきました。最後には、高所の得点板を外した
り、重いサッカーゴールを元の場所に戻していただいた
りと、たいへん助かりました。 

 翌週２７日（土）には、プール清掃にも、ご尽力いた
だきました。限られた時間ではありましたが、大小プー
ルとも、きれいになり、３年ぶりの水泳授業が楽しみで
す。２週にわたる学校の教育活動へのご協力、本当にあ
りがとうございました。 

 低中高学年リレーは、運動会の中でも一番の
盛り上がりをみせる競技です。今年は、大きく
差のついてしまったレースもありましたが、最
後まで全力で走り抜く姿に、応援席・保護者席
から大きな拍手が送られていました。 
 中高学年で勝利した赤組が競技優勝を手に
しました。 


